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【手続補正書】
【提出日】平成23年12月2日(2011.12.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　(a) APIグループIIIベースストック、
　(b) 一種以上の半結晶性粘度調整剤、及び
　(c) 一種以上のLOFIであって、組成物中に存在する個々のLOFIが側鎖分布を有し、該側
鎖分布が、下記の要件：
　　(1) 分布が、12.4個から14.4個までの範囲の平均炭素数を有するC8からC18までの範
囲の側鎖を含み、
　　(2) 側鎖分布が、主としてC12から構成される二峰性分布の下部及び主としてC16、C1
8又はこれらの組み合わせから構成される該分布の上部を有して二峰であり、
　　(3) 分布の上部の合計モル％が、分布の下部のそれより小さい必要があり、かつ
　　(4) 側鎖のC12の量が、全側鎖分布の少なくとも40モル％である必要があること
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を満足する、前記一種以上のLOFI
を含むことを特徴とする潤滑油組成物。
【請求項２】
　半結晶性粘度調整剤が非晶性粘度調整剤を含む、請求項１記載の潤滑油組成物。
【請求項３】
　LOFIがジアルキルフマレート-酢酸ビニルコポリマーである、請求項１記載の潤滑油組
成物。
【請求項４】
　分布が、12.8個から14.0個までの範囲の平均炭素数を有するC8からC18までの範囲の側
鎖を含む、請求項１記載の潤滑油組成物。
【請求項５】
　半結晶性粘度調整剤が、３個から30個までの炭素原子を有する少なくとも一種の付加的
なアルファオレフィンモノマーと共重合されたエチレンのコポリマーを含む、請求項１記
載の潤滑油組成物。
【請求項６】
　半結晶性粘度調整剤が、少量の一種以上の非共役ジエンを含むエチレンアルファオレフ
ィンコポリマーを含む、請求項１記載の潤滑油組成物。
【請求項７】
　LOFIが、ポリ（アルキルメタクリレート）ポリマーを含む、請求項１記載の潤滑油組成
物。
【請求項８】
　LOFIが、ポリ（アルキルアクリレート）ポリマーを含む、請求項１記載の潤滑油組成物
。
【請求項９】
　LOFIが、ポリ（スチレン-ジアルキルマレエート）を含む、請求項１記載の潤滑油組成
物。
【請求項１０】
　LOFIが、0.3から1.0までの範囲の比粘度を有する、請求項１記載の潤滑油組成物。
【請求項１１】
　LOFIが、潤滑油組成物の合計重量を基準として、0.005重量％から1.0重量％までの範囲
の量で存在する、請求項１記載の潤滑油組成物。
【請求項１２】
　下記の成分：腐食防止剤、酸化防止剤、摩擦改質剤、分散剤の一種以上を更に含む、請
求項１記載の潤滑油組成物。
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